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1 ) 発:5:1:数は落下様子・数のおよそ 5"-10 %で，下腿檎生堂が多いと ζろでは発:5:1'の割合が他
より少なかった。
2 ) 従来行われてきた 8月に行う年l闘の下刈りでは，下関植生惑が務しく少ないと ζろを
i徐いて，発芽した権樹は8. 9月までにほとんどが消失する o 7~j失服閣は主i乙護IJ物による
と府議であるO




4 ) 椛樹の樹高が40c m以上になると生存不は主らにi向くなるので，それ以後は年1闘の下
刈りで存i誌jの育成が可能であると考えられた。































180'" 230 mの正陵地にあり. 20'" 25皮の南向斜面で，地質は予言成勝l乙!潟し土壌はj諒察壌土で、




















50 100 150 
AGE AT BASξ 
Fig. 1 Basal diameter of stems of upper 




























































プロットl乙i緯践したところから 1m'をメIJり取り乾A1i?翻べたと ζろ， P -1で887g， P -2で
314 g， P -3では191gであった。各プロットの下j樹液生設はー下刈り磁前の地表ぞ被った下
関植症の閥横そ綿査し， その街1喪主容を撤被Ifとしてあらわした。









援作年でha 当り 300 万平~L. 平年作で 183 万粒生産されるとしている 6) 0 1982年の穣下種子数
は他の2年の毅よりもf緩めて多く， IUz当り 1066"-'1169あり.いわゆる豊作年に当たっているよ
うである G シードトラップで収集した磁子のうち，観察によって光策していないと思われるもの
































NUMBER QF FALLEN SEEDS (NUMBERI m') 
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の多いP… 1では， 9 月にすべての~却生紙ÎlÏfが消火し， P -2では当年の米には発芽数の
11%しか生保していなし九下層槌住議が少なく，閥撤腐の少ないP 3 では発芽数は多く，~
年強段IlItの秋の生存率は80%あり，現年の秋の住専E容は69%であった。なお発議年の l
権樹の平均1割高成長;設はP 2が1.9cmて守あったが， P 3は0，5C 11てe臨めて少なく， P-
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Germination(G) and survival(S) of seeding， in case of weeding on August， 
'A'M'j'j'A'S O'N'DIJ F'M'A'M'j'j O 
Fig.3 
3のj二!白木がIJ、j主であることや下総jl立件.







あるといわれている。 1981年からP 1. 
2で待年6月と 8月の 21りiド刈り奇行っ
てー有't樹のif¥i長会nJli]べfこれli県が1;' 4で
ある。 P 1 では総発穿数lζ 対する当'r:l~
1:の生保不は 57%， 1 il~後の秋では 43
%， 214三後では29%がつよがしている o P 




しているむ P 1は 21ζ比べ発芳三数，
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Fig“4 G日rmmal10η(G)and survival(S) o1"s日edl-
ing， in cas日 ofweeding on Jun日品nd
Augusl Ctwic作目ヴ巴arweeding) 
lの 1jf/l~l'ff~闘の平均関内生長対;は 4.7c mあり他iζ比べて大きく，将来の依存のIJ能性は向い
ものと考えられたの
3) fit加の消失開花i
万年I l: fff~l討の消火の;I;IJ合金者吉郎日IJlこ比!I~すると大部分のプロットで皮切J ( 6， 7， 8月)の
位がIQiい(]刻 3， 4)。泊先の郎12~1は測定時の観察によって，動物による被食諮， なh1i約など
1ζよる;向先， !;t'L')，拾によるh'iタヒとその他!こ誕百1Iした。“Jその他"は人によって納まれてfJi.jt!したも
の， r:j:}J(によって駁が洗いilされてI:iタどしたものや矧悶不IV]のものなど会合んて'いる
が読な部分Jζ発拝した前jffJ で幹やlA~iJ 鴻111 く.色が灼くなって1;1~死するものが見られたが， これら
のh'けどは1'践的には被U:による影響が大きいと思われるが， ここでは病死lこ分知した。全般的に
みると守脊!UJ(3， 4， 5 rnは動物による
るものが多いが，持むなよ!の点める;IJ合はプロットによって異なる。下関描'1:誌の多いP 1やP








報告ぶれており，権H'!-jの初による食容が帯林の ijfi新lこうえる Mt; ~Pf.はかなり大きいものと





































































Fig. 5 Factors of mortality for すζとである続捜被容を減少させる ζとができるようで
current梯year(O Y) and 1 




当年生税関の乾焼による枯死は. 1聞の下メIjりではプロット間の授が少ないが. P 2では下
メIjりぞ 21il1ζj自やすことによって，乾燥による消失が全消失の約20%から約60%に明加してい
る。下腿描史抵の少ないP-3では，乾棋による枯死が約35%である。藤本ら15)はアカマツ林
内で天然更新した当年生磁樹の消失率は 55%に述し， その r~失jE{悶の大部分は乾様替であり，
2年生の生存率が商いのは2生では限系が分発達するので‘乾燥容を受けるものが少なくなる








大きな影甥を受けている ζとをあらわしている O ζζでは下層植生;詮ぞ閥単にあらわす方法とし
て，下槌生のi法被~f主主主用いて検討ぞすすめた。 6 月の植被ヰ{と各プロットの 1 m'のサブ、ブ。ロッ
トむとの発芽総数ぞ比較すると.llTi被取がいほど発芽数が少なくなる傾向が兇られる(図 6)。
関一?の在は，下刈闘がjの下磁伎が最も繁茂した疫の作i被本と，当年生ft:艇のよド(発芽総






































Relation of g日rminationto 
percentage of undergrowth 
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Relation of survival rate of current-year (ふy)
and l-year (1齢Y)-old seedling to percentage 


























4本 C/6m')， P -2には6本 (/6rめ



















下関j能生の1制度率を50....60%程度まで1ζ保っておりば， 8年後l乙樹高およそ 1mO)椴樹委 1m' 
当り 1本態度が縦保できるものと考えられる。しかしζの授窓は殺も条件の良好な場合をもとに
したもので，実際には，まず下j爵;植生を鍛えから完全に刈り取り，当年生稚樹が発生した後は林
床を荒らさないように下腐植生号取りi出き，植被本を 50%程度l乙保ち 2， 3年生権樹の生存令
m'当り 10本以上確保するまで了惨な林!来の処現!ぞ行う ζとが必裂であろう。 2， 3年生以後の
椎Wjの消失の関向はフ。ロットによってかなり異なっている(図 10)0P -1では本数の減少は
徐々 に， P -2では6年生まで減少割合が潟く， P -3では7，8:停役でも高い減少間合が統い
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Fig. 8 Effects of st臼ppingon survivaJ of se日d-
Jings. (J: st巴pp日don July. S: slepped on 
S印刷ηb日r)
Fig. 9 Effects of stepping on height growth 
of stems of s閃 dJings. (J: stepped on 
J uly. S: stepped on Sep総mb日r)
illj-9Eネが少なくはるようである。 ζのζ とは下
関1flI't.の的lζ 体長占めるもののさが 30-. 
40 c mで、ある ζとと関連し，舵tliのj;iti向がこの
尚さ毎越えることによって生存率が高められる
と考えられる O プロット内の林内の相対照!支は




まるものと考えられる o P …3は下関1.I生設が
少ないが，椛樹の樹高成長は{伽乙比べて1ilめて不
良であり， [文i …?でみられるようにr~弘、枯死本が







ある下1邸主託生のメIJり取り令 9年1m続ける ζ とに
よってp とP-2では平均樹高 1m限度の




























判加する ζとができないという 19) 本調査のP 1で得られた 8年生のft出70c11以上のもの
7本のうち2本が担えから幹が5"'-6*に分1皮しており， P 2では 8年症でj;.Jf尚50c m以上
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Resume 
Utsukusimatsu (Pinus densiflora f. umubraculifera) is famous as its beautiful tree form， 
and the stand in southern part of Shiga prefectur・eis preserved as the natural monument. 
Many large trees were dead by pine wilt disease for the last ten years. To ensure 
rapid establishmant of young Utsukusimatsu stand， three plots (2m x 3m) were set to 
study survival of natural seedlings in stand and effects of silucicultural treatments. 
5 to 10 percent of fallen seed is germinated at the forest floor. 1n thick undergrowth 
area， almost all current-year-old seedlings were dead til Sept. The survival rate of 
current時year-oldseedling ris時間 thecover area of shrubs decreased by weeding， and the 
tr・endis inverse proportional. Keeping the shrubs cover under 50 % area of ground， 
survival rate of current-year-old se吋lingincreases over 50%‘Survival rate of l-year心ld
se巴dlingis 60% and over in each three plots. To ensure survival and growth of seedlings， 
twice明小yearweeding must be kept til stem height gets about 40cm. Stepping on seedlings 
decreases survival rate of seedlin筏sancl also clecreases height growth of stems. 
